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博士論文要旨

存在と時間の言語範疇化

　日本語文法論への存在論的・認知論的アプローチ

大阪外国語大学　言語社会研究科 言語社会専攻

岡　智之

本研究の目的は、存在論を基盤とし、認知言語学の理論的枠組みと道具立てを使い、伝統的な日本語文法論の成果も生かしつつ、 日本語文法論への存在論的・認知論的アプローチを提示することにある。具体的には、存在概念が文法論の根本にあり、それがいかに言語範疇化されているかを明らかにしていくことにある。そして、もう一方の課題としては、時間概念の言語範疇化を存在概念の観点から明らかにしていくことである。

第1部「序論」では、本研究の理論的な枠組みを提示する。

第1章「本研究の目的と構成」では、本研究の目的と、存在論と認知言語学という大きな枠組みを紹介し、具体的な言語現象として、スル型とナル型の言語類型が、「被制作性としての存在」と「生成としての存在」という存在了解の差異から存在論的にとらえかえされる。
第2章「日本語文法と存在論」では、山田文法の統覚作用の言語的発表である陳述が存在詞にあるということを出発点に、文成立の根底に存在概念があることを指摘する。ここで山田への和辻哲郎の批判をとりあげ、繋辞としての「である」の用法も「あり」の限定であり、事物が存在するということは人間存在を顕示することであるということから、山田の陳述を存在論的観点からより根底的に位置づけた。さらに山田文法の継承者である川端善明の文法論によって、より具体的に日本語文法が存在論的に位置づけられる。川端は、文が「知られること」と「知る働き」の結合としての判断に対応するということを出発点に、判断に対応する文の原初的な形式を形容詞文とし、その形容詞文述語を様相的に分析したものとして、動詞文が成立するとした。動詞文における様相的意味であるヴォイス、テンス、アスペクト、動作態、ムードなどの助動詞はすべて存在様相として位置づけられる。より存在論的に言うならば、形容詞文に含まれる存在詞文こそが、文の一切の原点だといえるであろう。このようにして、日本語の文の総体が存在概念を基盤に成立することが基礎付けられる。
第2部「存在構文に基づく日本語諸構文のネットワーク」では、存在構文を中心に、名詞、形容詞、動詞述語文などの日本語の諸構文がネットワークとして記述される。

第3章では、「存在構文から名詞、形容詞述語文へ」と題して、中心的存在構文（ＹニＸガアル）から、二つの主題化構文―所在構文（ＸハＹニアル）、場所主題化構文（ＹニハＸガアル）―の拡張を基礎にして、名詞述語文、形容詞述語文が範疇化される。典型的な名詞述語文（XハYデアル）は、所在構文の認知過程を継承しており、また倒置指定文（YハXデアル）は場所主題化構文の認知過程を継承している。形容詞述語文においては、情態（属性）形容詞文（XハA）は所在構文の認知過程を継承しており、情意・感覚形容詞文（（Yハ）XガA）は場所主題化構文の認知過程を継承して、二重主語構文に連続することが、その認知図式を通して明らかにされる。

第4章では、「動詞述語文の複合的ネットワーク」と題して、動詞述語文のベースに「生成＝存在」のスキーマを据え、日本語動詞述語文全体のネットワーク化がおこなわれる。この放射状カテゴリーの中心になるのは､中心的存在構文である。まず広義存在構文として、関係・相当・存在動詞、知覚文、能力文などが位置づけられる。動詞述語文には大きく<生成>＜移動＞＜行為＞の基本スキーマがあるが、＜生成＞のうち、ナル文は状態変化動詞に拡張し、デキル文は実現、可能文へ拡張する。これらは、さらにラレル文へ拡張される。＜移動＞は＜生成＞の具体化として位置づけられ、そのうち、移動様態型は動作動詞へ拡張される。＜行為＞の典型として、制作的行為のスキーマがあげられ、その中間に、所有権の移動、使役移動、状態変化他動詞、働きかけなどがある。行為のスキーマはさらに使役のスキーマへと拡張する。
第5章は、「存在構文に基づくテイル（テアル）構文」と題して、すべての動詞類型を包み込んで事態を存在化する構文であるテイル（テアル）の位置を鮮明にさせる。テイル（テアル）構文は、存在様態型（YニXガVテイル（テアル）を通して、中心的存在構文（YニXガアル（イル））に連続し、さらに過程存在型、結果存在型へ拡張し、主体化を通して、出来事存在型（パーフェクト）へ拡張する。単純状態のテイルといわれるものも、存在構文のさまざまな特性を継承し、痕跡的認知や心的移動といった認知過程によって拡張されたものである。このテイル/テアル構文を重要な環として、時間の言語範疇化（テンス､アスペクト）を存在概念から位置づける試みに連続していく。
第３部「時間の言語範疇化」では、テンス・アスペクト、パーフェクトなどの時間の言語範疇を存在論的に位置づけ、身体的基盤に基づいたアスペクトモデルを提案する。

第6章は「テンス･アスペクト論の存在論的基礎付け」と題して、第２節では、ハイデッガーの時間論を背景に、言語学における時間把握は、日常的な配慮された時間から基礎付けられることを提起した。第３節では、テンス・アスペクトという文法範疇の分化以前の原型的な時称形態として「完了」（いわゆるperfect）を考え、ヨーロッパ諸語における時制組織のなかで、「完了」という文法範疇が、現在の状態の変容した在り方である（「現存性」）ということを先行研究から明らかにした。第４節では、山田・川端文法におけるテンス・アスペクト論を検討した。川端は、テンスとアスペクトの関係について、過去、現在といったテンスの対象的意味は、アスペクトの対象的意味である完了・未完了（「広義完了」（或る過去に起源をもつものの持続））によって与えられるとする。テンス・アスペクトを位置づけるとき、まず原点となるのは、「今、ここ」における発話者の存在である。そして発話者の事態の捉え方―「確認」「直認」「回想」「予期」などーがアスペクト、テンスを規定していくのである。第５節では、事態を現実領域にあるか非現実領域にあるかという基本的認識モデルを基礎に、テンスを考えるラネカーの知見を応用して、時間把握の基本的認知モデルを提示した。これらのテンス・アスペクト論を基礎に、第６節では、現代日本語のテンス・アスペクトについて具体的に言及した。人間が把握する事態はまず現実事態と非現実事態に分けられる。現実事態は既に在る事態（既在）であり、非現実事態はまだない事態（未在）である。存在文との関わりから具体的な言語形式に即して言うならば、ル形は存在文と時相的様相的意味が等価であり、テイル形は存在文の直接的に文法化したものであり、事態の現実存在を表す。タ形は歴史的経緯から考えても存在の意味が残っており、事態の既存在を表す。具体的用法として、結果存在、出来事存在、出現＝存在などの用法とその認知過程を記述した。第7節では、日本語と関連の深い琉球語、アイヌ語、朝鮮語、中国語などの東アジア諸言語で存在と時間がいかに密接に結びついて言語範疇化されているかを明らかにした。
第7章は「プロセス展開スキーマによるアスペクトモデル」と題して、第２節ではまず、アスペクトという文法範疇とは何かを考える上で基本問題とも言うべき、Perfective vs. Imperfectiveの意味論について再検討する。第３節では、日本語アスペクト論として、工藤（1995）のアスペクト論を批判的に検討し、また、従来の動詞分類によるアスペクト的意味の記述という方法論の問題点を指摘する。第４節では、アスペクトの文法形式と動詞の相関をモデル化することを目指し、事態の開始、過程、終結などをスキーマ化した「プロセス展開スキーマ」（ Narayanan1997）を日本語に適用した身体性に動機付けられたアスペクトモデルを提案し、さまざまな動詞類型のアスペクト的意味を記述する。テオク構文、テシマウ構文についても本動詞からの拡張の観点から記述した。
第４部「朝鮮語における存在と時間の言語範疇化」は、存在論的、認知論的アプローチを他の言語にも適用したものとしての事例研究である。

第8章は、「存在型アスペクトとしての朝鮮語ko/eo issta構文」と題して、朝鮮語の存在構文（issta構文）からko/eo issta構文へのネットワークの記述をおこない、第９章は、「現代朝鮮語のeo nohta/tudaの意味論」と題して、本動詞から補助動詞への文法化の観点から、日本語のテオクにあたるeo nohta, eo tudaの記述・分析をおこなう。
第5部「結論と展望」では、これまで述べてきた存在論的、認知的アプローチの哲学的含意を含め、その一般的展望と課題を述べる。第10章は「認知科学と現象学のあいだ」と題して、認知科学と現象学の接点についての研究を概観し、第11章は、「言語研究への存在論的アプローチの展望」と題して、存在論的アプローチが具体的に言語研究にどのように生かされるのかに関してその大きな展望を明らかにしていく。

ABSTRACT OF THE DISSERTATION

LINGUISTIC CATEGORIZATION OF BEING AND TIME

ONTOLOGICAL AND COGNITIVE APPROACH TO JAPANESE LINGUISTICS

by
OKA, Tomoyuki

Doctoral Program of Language and Societies Course,
Osaka University of Foreign Studies, Dec.2003
This study aims to elucidate that grammatical constructions in Japanese form a network based on Existential construction, and the linguistic categorization of time conception is based on existential conception from the perspective of Ontology and Cognitive Linguistics. 
In Part.1 ‘Introduction’, I state the purpose and the theoretical framework of this study. In Ch.1, the linguistic types as ‘DO language’ and ‘BECOME language’ are reinterpreted as the difference of ontological understanding, that is ‘Being as BE-MADE’ and ‘Being as EMERSION’. In Ch.2 ‘Japanese Linguistics and Ontology’,I introduce that the traditional Japanese linguistics , Yamada Yoshio and Kawabata Yoshiaki imply that there is a being concept in every statement of sentence.
In Part2, I state that grammatical constructions in Japanese form a network based on Existential construction .
In Ch.3, I elucidate that Noun sentence and Adjective sentence categorize from Existential construction. The Central Existential construction(CE) [Y-ni X-ga aru](There is an X in Y) holds that an entity exists in front of the speaker’s eyes. Two Topic sentences are extended from CE. Topic marker wa is a Reference-Point that makes mental space of the speaker (Conceptualizer).  [Y-ni-wa X-ga aru](In Y X exists) Type topicalized Y (place), and [X-wa Y-ni aru](X is in Y) Type topicalized X (entity) which is a reference-point that is separated from the[Y-ni X-ga aru] scheme. Noun sentence [X-wa Y-de-aru](X is Y) and Adjective sentence [X-wa A](X is A) are extended from [X-wa Y-ni aru]Type. Emotional- and Sensitive Adjective sentences [Y-(ni)wa X-ga A] are extended from [Y-ni-wa X-ga aru]Type.

 In Ch.4, I also elucidate that verb sentences categorize based on Emersion scheme. Verb sentences are categorized based on a Emersion Scheme (Dekiru and Naru)(come out and become). Dekiru sentence [Y-ni X-ga dekiru] originally means that X comes out to Y, and that implies X is in Y, extends Possibility Construction[Y-wa X-wo V-koto ga dekiru](Y can V+X) that can construe Event[Y-ga X-wo V] emerges in Y.  Naru sentence[Y-ni X-ga naru] originally means generation (kono ki-ni mi-ga naru)(This tree bears fruit) , extends [X-wa Y-ni naru](X becomes Y) sentence that can construe Event [X-ga Y-de-aru](X is Y) emerges in the dominion of X. Two types Rareru sentences are extended. Possibility Type[Y-wa X-ga V-rareru](Y can V+X) is extended from Dekiru sentence and Passive Type[X-wa Y-ni V-rareru](X is V-ed by Y) is extended from Naru sentence. Emersion scheme extends Movement scheme[X-ga W-kara Y-ni kuru](X come to Y from W)(W:starting point, X:mover, Y:reaching point). And Movement scheme metaphorically extends Action scheme[W-ga X-kara Y-wo tukuru](W make Y from X) (W:agent, X:theme(object), Y:resaltative state). In conclusion ontologically all Verb schemes imply Existential scheme.
In Ch.5, I aim to elucidate that te-iru and te-aru Constructions form a ‘radial category’(Lakoff1987) based on Central Existential Construction. The Central Existential construction (CE) represents that an entity exists in front of the speaker’s eyes. The mode of existential te-iru/te-aru constructions[Y ni X-ga V-teiru], which are directly based on CE, describe that an entity exists with a certain state. Result-existential(Resaltative) and Process-existential (Progressive) types, which represent an aspectual meaning,  are supposed to be an extension of the mode of existential type. The Event-existential type, or so-called Perfect, represents that an event, which has been completed in past time, is located in speech time. This type is an extension of the Result-existential type, and　involves a process of subjectification.  The Stative te-iru sentence is supposed to inherit the function of temporalization, objectification and reportativity from CE.  In this way, all te-iru and te-aru Constructions are categorized radially based on the Central Existential Construction.
In Part3, I elucidate that the linguistic categorization of time conception is based on the existential conception from the perspective of Ontology and Cognitive Linguistics.
 In Ch.6, to begin with, I introduce Heidegger's Ontology that philosophically the time conception is based on the existential conception .In the Second, I introduce that the traditional Japanese linguistics , especially Yamada Yoshio and Kawabata Yoshiaki, imply linguistic categorization of time is based on existential meaning. And in Cognitive Linguistics, Langacker1991 proposes the time conception is based on the epistemic distance and shows a  time-line model. I integrate these Japanese studies with Langacker's model and show the cognitive model of time conception. In the Third, I apply this model to the linguistics categorization in Japanese concretely. In Japanese, RU form(the basic form of the verb) may originally contain an existential verb 'U' (in old Japanese) and temporally represents the Present. Aspectually it represented the Progressive meaning in old Japanese, but this meaning almost disappeared in modern Japanese because of the development of TE-IRU form. RU form originally equals  the existential sentence in temporal-aspectual-modal meaning negatively.  In modern Japanese, it degenerated mere marker of material of the event. TE-IRU(ARU) form contains existential verb 'IRU(ARU)' and is a grammaticalization of the Existential Construction. Temporally it designates Present positively, and aspectually it designates Progressive and Perfect meaning. TE-IRU form essentially represents the existence of immediate reality of the event. TA form, the so-called Past form, also historically developed existential verb ( TE-ARI→TARI→TA), so it inherits the existential meaning and represents Perfect meaning rather than Past meaning. TA form essentially represents the existence of reality of the event. In actual conversational context,  TA form represents the existence of the event, so-called Perfect meaning that holds current relevance of the past event. The so-called Simple past exists only in the fictional context such as novel, textbook of history or linguistics. In this paper, I classified the usages of TA form into 3, such as existence of event, existence of result and realization or appearance of event, and designated the cognitive process of each usage. In conclusion, all Japanese temporal-aspectual markers are related with existential meaning, thus linguistic categorization of time is based on existential conception. I apply this model to the linguistics categorization of East Asian languages, Ryukyu, Ainu, Korean and Mandarin Chinese.
In Ch.7, I propose the aspect model by composition of Event schema and Process evolutional scheme and state the interaction of verbal aspectual types and aspectual marker.
 Part4 is  ‘Linguistic categorization of Being and time in Korean language’. In Ch.8, ko issta and eo issta constructions in Korean categorize from existential construction. In Ch.9, I also state eo nohta and eo tuda constructions from the perspective of grammaticalization.
Part5 is a conclusion and a general view. In Ch.10, I introduce the studies of correlation of Cognitive Science and Phenomenology. In Ch.11, I show the perspective of Ontological and Cognitive approach to Linguistics.
4
1

